第4巻第21課

第21課　余暇
目標

	日本語学習目標

・希望する余暇の過ごし方について、言ったり、書いたりできる。
・希望する余暇の過ごし方を伝えたり、相手に聞いたりできる。

・聞いた情報を表などにまとめて発表することができる。
文化・人間関係目標

・日本の踊りを体験する。
・自分を中心にした空間的な広がりの中で、また過去から現在という時間軸の中で、余暇の過ごし方の共通点や相違点に気づく。


主題場面（主题场面）
●制作意図＆授業のヒント

・美佳が余暇に自室で音楽を聴いている場面をとりあげました。余暇によくどんなことをするか振り返る質問などを通して、トピックを導入しましょう。

　　　質問例　○　いつだと思いますか。

○　美佳は何をしていますか。

· あなたは余暇の時間にだれとどんなことをしますか。
学習活動（学习活动）
暇なとき、何をする？

	活動のねらい

	・中学生が余暇によくやることを見て、自分は暇な時にどんなことをするかをふり返る。

	技能
	言語材料

	聞く

話す
	読む
	書く
	表現
	語彙

	○
	
	
	[公園]に行く

[バスケ]をする

[映画]を見る

[買い物]に行く

山に登る

[音楽]を聞く
	カラオケ、旅行、山、登る、音楽、聞く


●活動内容

・イラストを見て何をしているのかを日本語で言う。

●制作意図＆授業のヒント

・中学生が余暇によくやることをイラストで提示しました。イラストを見ながら、その行動を日本語で表現したり、自分は余暇にどんなことをしているのかを振り返ったりしましょう。振り返りをしながら、語彙の復習と導入ができます。

・必ずしもP37の語彙を扱う必要はありません。生徒の実情に合わせて、語彙を変えたり（例：バスケをする→バレーをする）、生徒に必要な表現（例　ごはんを食べに行く）を扱いましょう。そのために、授業の前に余暇に関するアンケートをとっておくといいでしょう。

●補足説明

なし

暇なとき何をしたい？
	活動のねらい

	・希望する余暇の過ごし方について、言ったり、書いたりできる。

	技能
	言語材料

	聞く

話す
	読む
	書く
	表現
	語彙

	○
	
	○
	わたしは[ゲーム]をしたい

　　　　映画を見たい

　　　　[海]に行きたい

　　　　[買い物]に行きたい

　　　　山に登りたい

　　　　音楽を聞きたい
	


●活動内容

・大連物語の登場人物たちが余暇にやりたいことを言っている録音を聞いて、該当する活動を表に記入する。その後、自分が余暇にやりたいことを書いてみる。

●制作意図と授業のヒント

・自分が余暇にやりたいことを振り返ることと、やりたいことの表現（行きたい、見たい等）の導入をします。

・録音を聞く前に、登場人物がどんなことをしたいか想像させるといいでしょう。

・録音を聞いたとき、動詞部分（Vたい）は聞き取れなくても、前の名詞が聞き取れれば回答することができます。
・録音を聞いたあと、登場人物が何と言っていたかを生徒に聞いて、「行きたい」「見たい」など願望の表現を真似させて導入しましょう。『好朋友』は動詞の活用を扱っていません。「行きたい」「見たい」をひとつの語彙として捉えています。生徒にもそのまま真似させてみましょう。もし生徒から動詞変化について知りたいという希望があれば活用について教えてもかまいません。
・自分が余暇に何をしているのか、表に願望の表現を使って書いてみましょう。
●補足説明

なし

同じことをしたい人を探してみよう！
	活動のねらい

	・希望する余暇の過ごし方を伝えたり、相手に聞いたりできる。

	技能
	言語材料

	聞く

話す
	読む
	書く
	表現
	語彙

	○
	
	
	どこに行きたい？

何を買いたい？
	


●活動内容

・小グループにわかれ、余暇にやりたいことについて話して、やりたいことが同じ人を探す。

●制作意図＆授業のヒント

・この活動を通して、同じグループの人が余暇にどんなことをしたいと思っているのか知ることができます。

・1人が「わたしは買い物に行きたい」などやりたいことをみんなに話します。ほかの人は「わたしも」「どこに行きたい」「へー、そうなんだ」など反応を返すようにしましょう。

・ほかの活動方法として、各自がグループのメンバー全員にそれぞれやりたいことを質問して探す方法もあります。そのとき、ワークシートを用意して記入しながら質問をさせるといいでしょう。

●補足説明

なし

何をしたいか聞いてみよう！
	活動のねらい

	・希望する余暇の過ごし方を伝えたり、相手に聞いたりできる。
・聞いた情報を表などにまとめて発表することができる。

	技能
	言語材料

	聞く

話す
	読む
	書く
	表現
	語彙

	○
	
	○
	何をしたい？／[海に行きたい]

[海に行きたい]人は[６]人です。
	人


●活動内容

・大きなグループ、またはクラスで余暇にやりたいことについて質問をする。結果を統計して、表にまとめて発表する。

●制作意図＆授業のヒント

・この活動を通して、余暇にやりたいことについて、大きなグループまたはクラスでの傾向を知ることができます。

・統計結果はグラフの形でまとめてもかまいません。

・統計結果の説明について、下の内容を加えてもいいでしょう。

例　[海に行きたい]人が一番多いです。

[海に浮きたい]人が一番少ないです。

・『好朋友』では文法を扱いません。「海に行きたい人は6人です」という表現は、「海に行きたい」に「人は～人です」を組み合わせていると考えましょう。文法構造の面（連体修飾など）から教える必要はありません。
●補足説明

なし
コラム（专栏）

自由な時間、休みの日にすること

	目標

	・自分を中心にした空間的な広がりの中で、また過去から現在という時間軸の中で、余暇の過ごし方の共通点や相違点に気づく。


●制作意図

・この課のコラムでは、大連の中学生が休みの日にどんなことをしているのかについて調査した結果を紹介しています。また、大連の中学生のお父さん、お母さんにも、中学生のころ、休みの日にどんなことをしていたかを調査しました。これらの結果から、同じ町に住む中学生がどんな日常を過ごしているのか、住んでいる地域によって過ごし方には何か違いはあるか、両親の世代が中学生のころの休日の過ごし方と現代の中学生の休日の過ごし方には共通点や相違点があるかなど、話しあってほしいと考えています。

◇気付かせたいポイント

　　・大連の中学生の休日の過ごし方と地理的環境の関係

　　・大連の中学生の休日の過ごし方と父母の世代の過ごし方の共通点、相違点

●授業のヒント

・まず、生徒たちに休みの日にどんなことをしているかを聞きます。それから、教科書の調査結果から大連の中学生がどんなことをして遊んでいるのかを、(1)動的な活動が多いか、静的な活動が多いか、(2)一人でする活動が多いか、複数でする活動が多いか、(3)屋外でする活動が多いか、屋内でする活動が多いかという3つの視点から観察し、気付いたことを発表させます。そして、結果には、大連らしさがあるかどうか、生徒の意見を聞きます。それから、中国のほかの地域や世界の中学生はどんな過ごし方をしているかどうか、想像させたり、世界の中学生たちの過ごし方を想像させたりします。その上で、人の生活と地理的環境の関係について、生徒に気付いたことを発表させてみましょう。

・②の父母の世代が中学生のころにはどんな遊びをしていたかの調査結果と、①の現代の大連の中学生の休日の過ごし方を比べて、共通点や相違点について気付いたことを発表させます。時代の変化とともに変わるものと変わらないものがあることについて考えさせるといいでしょう。

●補足説明

・「海で泳ぐ」「魚釣りをする」「川で遊ぶ」「スキーをする」「スケートをする」「登山をする」などは、地理的環境の影響、気候の影響を受けている活動だと考えられます。また、「羽けりをする」などの伝統的な遊びは、国や地域によって異なると考えられます。それ以外の活動は、世界中で共通している部分が多いと考えられるでしょう。
日本語広場（日语广场）
日本の踊り　炭坑節
	目標

	・日本の踊りを体験する。


●制作意図

・日本の踊りを体験して、リズムや振り付けを楽しんでほしいと考えています。踊りの種類は非常に多いですが、振り付けが簡単で、盆踊りの中でもポピュラーな「炭坑節」を扱いました。

●授業のヒント

・盆踊りや炭坑節について説明をします。生徒が自分たちで調べて発表する形でもいいでしょう。そして、実際に炭坑節を踊ってみます。
・盆踊りの様子を写真や映像で紹介できると、より興味関心を高めることができます。
・炭坑節の実際の踊り方の映像は、インターネット上の動画提供サイトで「炭坑節」と検索してみると数多くアップロードされています。
●補足説明
・盆踊りは、盂蘭盆（うらぼん）の前後に老若男女が多数集まって踊る踊りで、年に一度この世に戻ってくる精霊を迎えるため、または送るための風習です。ただし、現在は信仰性は失われ、娯楽となっています。また、地域ごとに独特の歌や踊りがあります。（盂蘭盆：旧暦または新暦7月15日を中心に、いろいろな食べ物を仏壇に供えて死者の冥福を祈る仏事）

・炭坑節歌詞　1番　月が出た出た　月が出た　三池炭鉱の上に出た　

あまり煙突が高いので　さぞやお月さん　煙たかろう（サノヨイヨイ）
考えてみよう・言ってみよう（想一想 说一说）
●制作意図＆授業のヒント

・「在这种情况下应该怎么说？」は、それぞれの場面でどんな表現を使うか、口頭でまた書いて確認しましょう。

・「説説看吧！」では、イラストや表を見ながら、やりたいことや統計結果を言ってみましょう。回答はCDで確認することができます。

●補足説明
・参考回答

在这种情况下应该怎么说？

表达想做的事情时：わたしは ゲームを したい。

询问他人想做的事情时：何を したい？
―回答：海に 行きたい。

说明有10个人想做某件事时：海に 行きたい人は 10人です。

说说看吧！

何をしたい？

―プールに行きたい。

―カラオケに行きたい。

―映画を見たい。

―山に登りたい。

说明一下吧！

買い物に行きたい人は15人です。

サッカーをしたい人は8人です。

山に登りたい人は5人です。

図書館に行きたい人は3人です。
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